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水位センサー

豊岡市、JAたじま等との意見交換及び現地調査を行いました

今年5月に策定された「みどりの食料システム戦略」の説明を行い“コウノトリ育む米“に
係る環境に配慮した営農の取組及び輸出に係る取組と今後の課題等について、豊岡市、JA
たじま等と、意見交換を行いました。

豊岡市

兵庫県

神戸市

新型コロナウィルスの影響で人手不足となった農業経営体を支援する
「農業労働力確保緊急支援事業」の対象期間が12月末まで延長になりました

https://www.maff.go.jp/j/new_farmer
/roudouryokukinkyukakuho/roudouryo
kukinkyukakuho.html

詳しくはこちら

意見交換の後、豊岡市内のコウノトリ育む米圃場で、豊岡市スマート農業
プロジェクトとして設置された水位センサーを活用した水管理の現地調査を
行いました。

意見交換では、JAたじまより、有機栽培には先進的に取り組んできたが、今後、みどりの
食料システム戦略により、特別栽培米が増えた場合に対抗するためには、もう一つ上のレベ
ルの無農薬タイプの米の増産を目指す必要があること。また、豊岡市より、有機栽培をして
も消費者の理解なしには取組は進まない。消費者から有機農産物を選んでいただけるよう、
国としてもＰＲ等をリードしてもらいたい、との意見、要望がありました。



－今後の夢や目標は？－

自分で作った野菜などを提供できる飲食店を開店したいと考えて
います。
それにはまず安定した収入が得られるよう規模拡大等をおこない、

法人化を目指していきたいと思います。 拍動湛水装置

－どのような農業をされていますか？－

最初の仕事は自衛隊に始まり、ホテル、引っ越し屋そして
居酒屋など、いろいろと経験しましたが、就農のきっかけは
居酒屋の系列農場が北海道にあり、そこで働きたいと思って
いたところ、希望が叶い、３年半有機農業に取り組むことが
できました。

〈善一郎農場 能勢明宏さん〉

－農業を始めた経緯は？－

豊岡市但東町で、ピーマン、白ネギ、水稲を栽培されている「善一郎農場」の能勢明宏さん
にお話を伺いました。

夏は「たじまピーマン」冬は「ネギマッチョ」に全力集中！

その後、30歳の時に豊岡市へＵターンし、１年間豊岡市農
業スクールで研修をうけ卒業後、善一郎農場を始め今に至っ
ています。

たじまピーマンを栽培するのに、うちでは果肉を厚くする
ため地表面の温度を下げる目的で銀黒マルチを使用していま
す。銀マルチとかほかの物も使用しましたがこれが一番合っ
ているようです。

あと、拍動湛水装置からの水に酸素量を多く含ませるため
の工夫も行っています。それによりピーマンの根張りがよく
なり、病気の被害を減らして歩留りの向上に努めています。

白ネギは豊岡市内の若手野菜農家らでつくる「ネギ人生産組合」で冬の積雪下でも収穫
できる白ネギに着目し、新ブランド「TAJIMAネギマッチョ」の作付けをおこない、販路も
関東及び関西に独自に拡大することができるようになりました。

TAJIMAネギマッチョは冬期間の安定的な収入源になるよう期待
しているところです。

たじまピーマン

令和元年度からスタートした「スマート農業実証プロジェクト」
これまでに採択した全国179地区の取組内容を紹介するパンフレット
と、実証に参加した生産者や農業高校等の学生の声をお届けします。
皆様の技術導入に当たっての参考となれば幸いです。

パンフレット 生の声

機械に乗ることに苦手意識

があったが、スマート農機

で、できる仕事の幅が広

がって嬉しいです。

人にしかできない作業に時

間を割くことができ農作物

の品質向上など、さまざま

なメリットを感じました。

https://www.affrc.maff.go.jp/docs/smart_agri_pro/smart_agri_pro.htm
詳しくは



・募集テーマ
国産のシカ・イノシシを使用し、多く
の人に安全でおいしく提供できる料理

第6回ジビエ料理コンテスト

◇国際郵便・宅配便で送る場合も同じです。

◇動物検疫所の職員は、荷物の中の肉製品などの畜産物の有無について検査を行います。

◇違法に持ち込まれた肉製品などの畜産物は、原則廃棄されます。

◇悪質な輸入事例については、警察に通報しています。違法な肉製品などの
畜産物の持ち込み等により、逮捕された人もいます。

動物検疫所の仕事とは ～動物由来の伝染病侵入防止を図るために～

海外から届いた荷物に肉製品が入っていた場合は、
動物検疫所までご連絡ください

動物検疫所は、本所は横浜で全国各地に事務所があり(8支所、18出張所、5分室)兵庫県内では神戸市
に支所があります。主要空海港を始め全国に配置されており、日夜、海外から輸入される動物や畜産
物の検査を実施し、動物由来の伝染病の国内侵入を防止しています。

肉製品の持ち込みは禁止されています

違法に畜産物を持ち込んだ場合は、3年以下の懲役又は最高300万円の
罰金が科せられます。（法人の場合は、最高5,000万円）

家畜伝染病予防法改正により、2020年7月1日から

販売用、個人消費用、試験研究用、国際郵便小包に入っているもの、数十トンのコンテナ貨物から
おみやげのソーセージ１本まで、用途や輸送形態にかかわらず、全て輸入検査が必要です。

詳細はこちら

平成17年12月から、旅客の手荷物や国際郵便・宅配物の中から動物検疫を必要とする
肉製品、果物等を嗅ぎ分けて発見をする訓練を受けた “検疫探知犬” が導入され、全国
の国際空港・海港・国際郵便を扱う郵便局で活動しています。

検疫探知犬
詳しくは 動物検疫所のホームページをご覧ください。

https://www.maff.go.jp/aqs/

農林水産省 動物検疫所からの重要なお知らせ

農林水産省は、ジビエの全国的な需要拡大と鳥獣利活用の推進とともに
消費者への普及啓発を図る取組を実施しています

ジビエを有効活用する取組のご紹介

https://www.maff.
go.jp/j/press/nous
in/tyozyu/210728.
html

全国ジビエフェア

・応募締切
令和3年10月8日(金)

詳しくはこちら

・開催時期(予定）
令和3年11月1日(月)～

令和4年2月28日(月)

国産ジビエをもっと知って・食べてもらうためジビエの魅力を伝える

・応募締切
令和3年10月22日(金)

全国ジビエフェア説明会
～〈参加費無料〉オンラインセミナーのご案内～

・日時：令和3年9月13日(月) 14：00～ 開催予定

詳しくはこちら
https://www.maff.go.jp/j/press
/nousin/tyozyu/210811.html

・タイトル：全国ジビエフェア特別セミナー
「ジビエのはじめ方 仕入れ・調理～お店の新しい価値づくりまで！」

・申込締切：令和3年9月10日(金) 10：00



農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2021.08

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記

「みどりの食料システム戦略」に係る説明動画について
みどりの食料システム戦略について、関心のある項目をご覧いただけるよう、説明動画を作成し、
農林水産省のホームページに公開しましたので是非ご覧ください。

タブレット、スマホから
QRコードで

https://youtu.be/CSLH0QQGMLw?list=PLM
vvhD9xvwfnVBEbhgPOZK6vEcw3yv6sP

YouTube動画（PC､スマホ共通）

ここをクリック

食欲の秋が近づいてきました。私のお勧めの食材は「秋ナス」です。昼夜の温度差が
大きいため果肉がしまって一層おいしくなります。しかし、地球温暖化による
自然災害等が年々増加し、農作物への影響も大きくなっています。
台風や大雨の被害が発生しないことを切に願うところです。

・所在地：〒679-2214 兵庫県神崎郡福崎町福崎新432
・電話：0790-24-1800
・営業時間：8：00～17：00
・休業日：年末年始、第４水曜日
・駐車場：普通車60台
・HP：https://www.ja-hyogonishi.com/farmers/

兵庫西農業協同組合 直売所「旬彩蔵福崎」

JA兵庫西直売所「旬彩蔵福崎」は、 “三方よし(生産者、
消費者、地域)” をモットーに運営しています。

その取り組みのひとつが、「消費者モニター大賞」です。
同店が委嘱する5人の消費者モニターが、店頭に並ぶ商品の
味や形、包装方法などをチェックして、大型農家や小規模
生産者に関係なく、消費者に広く勧めたいと思う出荷者を
大賞に選びます。大賞に選ばれた出荷者の商品は、店内に
専用コーナーを設けて販売。来店者にアピールするととも
に、受賞者の生産意欲向上にもつなげています。

そして出荷者には、店頭販売も勧めています。生産者が対
面販売することで、消費者に商品の良さを直接ＰＲでき、
リピーターの獲得にもつながるなどメリットが多く、同店
では毎日のように店頭販売が行われています。

旬彩蔵福崎をはじめ、ＪＡ兵庫西直売所
「旬彩蔵」「野菜市」のイベントカレン
ダーは、ＪＡ兵庫西のホームページより
ご確認できます。お近くへお越しの際は、
ぜひ旬彩蔵福崎へお立ち寄りください。

他にも、出荷者向け講習会の開催や作付けのアドバイスなどで商品の充実
と高品質化を図り、消費者がいつ来店されても「新鮮で」「誰が」「どこ
で」栽培したかが分かる、安全安心な商品を提供できるよう、スタッフ一丸
となって取り組んでいます。

あわせて、店頭販売する出荷者に新商品などの開発も提案。
地元の米粉や卵を使用したバウムクーヘンを企画したり、離
れた地域の出荷者を結び、ジェラートを共同開発したりする
など、管内産農産物を活用した地域農業の活性化にも努めて
います。


